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平成２８年第２回（６月）瀬戸内市議会定例会 

 

行 政 報 告 

 

本日は、平成２８年第２回（６月）瀬戸内市議会定例会を招集しました

ところ、ご多用の中ご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

 

まず、先の熊本地震において、多くの犠牲になられた方に哀悼の意を表

するとともに、被災された方やその関係者の方々には、心からお見舞いを

申し上げます。 

本市におきましては、被災地支援のため、４月１６日に緊急消防援助隊

の出動要請を受け、救助工作車１台と隊員５名を派遣し、岡山県隊の一員

として、被害の著しい益城町において、主に倒壊家屋内に取り残された人

がいないか、ローラー作戦による捜索活動を行いました。また、日本水道

協会から応援給水隊の派遣要請を受け、４月１９日から南阿蘇村において

応援給水活動を行いました。そして、被災者を支援するため、本庁、支所、

出張所、ゆめトピア長船に義援金箱を設置し、市民の皆さまにご協力をお

願いしています。 

これから梅雨のシーズンを迎え、本市においても自然災害などに対して

危機管理対策に万全を期していかねばならないと、気持ちを新たにしたと

ころです。また、老朽化が進み耐震化も十分とは言えない施設についても、

限られた財源の中、合併特例事業債など有利な財源の活用を念頭に置き、

施設の方向性について関係者の皆さまと協議しながら早急に結論を出して

いく必要性を感じているところです。 

議会の皆さまのご理解、ご協力をお願い申し上げます。 
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以上申し上げ、早速ですが行政報告に移らせていただきます。 

 

 

総務部関係 

○ せとうち市民便利帳の発行について 

市役所での各種手続きや防災、福祉サービス等の行政情報、また、観光

や産業等に関する地域情報を分かりやすく掲載した「せとうち市民便利帳」

を８月に発行する予定です。これは、市民の方に効率的かつ効果的な情報

提供を実現するために、民間事業者との官民協働発行事業としての取り組

みで、市の監修により民間事業者が作成・配布するものです。作成に伴う

経費については、地域事業者の皆さまのご協力による広告掲載料により賄

い、市内の全家庭へ無料配布することとしています。 

 

 

市民部関係 

○ 平成２７年度市税等の収納状況について 

平成２８年５月末現在の市税収納状況は、現年課税分が収納率９９．１４％

で前年同期に比べ０．１９％、滞納繰越分が収納率３９．８７％で前年同

期に比べ８．９８％の増の見込みです。 

また、国民健康保険税収納状況は、現年課税分が収納率９６．２６％で

前年同期に比べ０．５５％、滞納繰越分が収納率４０．３７％で前年同期

に比べ６．６８％の増の見込みです。 

この結果は、インターネット公売、合同公売会の開催など、組織として

の徴収体制強化を図るとともに、納税能力があるにもかかわらず未納の方

に対して、法令に基づいた対応がなされたからであると考えています。 
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○ 特定健診について 

平成２７年度の特定健診の受診率は、「ワンコイン健診」、「ひろいの健診」

等を実施した結果、前年比８％増の約４０％の見込みです。 

今年度は、特定健診事業をさらに充実させます。その一つが「健康３９

（サンキュウ）健診」です。 

特定健診の対象者は４０歳以上ですが、生活習慣病の予防には早い時期

から取り組み、生活習慣を改善する必要があります。そのため新たに、

２０歳から３９歳以下の方にも、生活習慣を見直す機会として、４０歳以

上の方が対象の特定健診と同等な「健康３９（サンキュウ）健診」を提供

します。その他に、追加検査の心電図と眼底検査の無料化、また岡山市内

の医療機関でも特定健診が受診できるよう範囲を拡大、さらに国民健康保

険加入者が実費で受けた人間ドックについて、健診結果の情報提供者に

５，０００円を助成、そして生活習慣病予防の啓発を図るため、公民館や

スーパーなどで行う「まちかど健康相談」を計画しています。 

今後も、受診率の向上を目指すとともに、市民が健康を持続することが

でき、さらに医療費適正化と国民健康保険の安定運営につながるよう、新

たな取り組みを行っていきます。 

 

 

環境部関係 

○ 環境フェスタインせとうちの開催について 

おいしく、楽しく環境について学ぶ、「環境フェスタインせとうち」を瀬

戸内市消費生活問題研究協議会、岡山県備前県民局と共催で、６月１９日

日曜日午前１０時から午後２時まで、ゆめトピア長船で開催します。テー
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マは「食と環境」とし、地産地消のフードや販売コーナー、移動図書館、

エコ体験として環境カルタ、クイズ、紙芝居など、大人も子どもも楽しく

環境を学べる場としています。    

多くの市民の皆さまにご参加をいただけるよう、チラシ、ホームページ

等でご案内をしていきます。 

 

○ 新火葬場について 

 現在の市営火葬場は、老朽化が著しいことや、将来的には火葬需要の増

大が予測されることから、新しい火葬場の整備に向けて検討を重ねている

ところです。先般、市内に候補地を定めた上で、地元自治会や地権者へ事

業説明会等を行ったところ、当地にて整備を進めることへのご理解をいた

だきました。併せて、候補地への主要道路からの接続等について、関係機

関との協議により、当地での整備は可能との見通しを得ることができまし

た。 

新火葬場整備の検討については、岡山市との間で、広域的な整備の可能

性を模索してきたところですが、このたび、候補地で整備の見通しが立っ

たことから、さらに詳細な協議を行うべく、文書による協議の申し入れを

行う予定としています。 

 

○ 「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」（賢い選択）の推進について 

地球温暖化対策の推進については、「瀬戸内市地球温暖化対策実行計画」

を策定し、ノーマイカーデーやクールビズ等の取り組みを実施してきまし

た。４月から環境部環境政策推進室を設置し、より一層推進していくとと

もに、環境省が推進する国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」(賢い選択)

の取り組みに賛同し、通年にわたり普及啓発活動を実施し、秋には啓発イ
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ベント等の実施を計画しています。 

 なお、関連する事業に係る経費を補正予算に計上しています。 

 

 

保健福祉部関係 

○ トータルサポートセンターについて 

平成２５年度に設置した「トータルサポートセンター準備室」において

は、地域包括ケアシステムの実現に向けて、瀬戸内市在宅医療・福祉・保

健連携推進協議会「ケアネットせとうち」を立ち上げ、これまで在宅医療・

福祉・介護に関する関係者の研修会、関係団体の意見を取り入れた「地域

包括ケア実行計画」の作成、市民の方への啓発活動などを行ってきました。 

今年度からは、「トータルサポートセンター」として、「地域包括ケア実

行計画」の４つの柱である「在宅で安心して最後を迎えられる仕組みづく

り」「認知症対策」「糖尿病対策」「がん対策」について、具体的な取り組み

を進めていく予定です。そして、この取り組みを通して、住まい・医療・

介護・予防・生活支援が一体的に提供される仕組みを、関係者、また地域

の方と一緒に考えていくこととしています。 

事務所の場所も今秋には市総合福祉センターから新市民病院内に移転す

る予定です。市民病院を中心とした医療連携を深めながら、他の介護、福

祉施設等のご協力もいただき、市民の方が必要とする支援の強化に努めて

いきたいと考えています。 

 

○ 子ども包括支援センターについて 

子ども包括支援センターは、妊娠期から子育て期まで切れ目なく相談に

応じ、対象者に必要な支援を行うこと、さらに関係機関とネットワークの



6 

構築及び連携強化を図ることにより、一人ひとりの子どもが健やかに成長

することができる地域を創ることを目的として事業を行っていきます。 

今年度は、妊娠期から切れ目のない支援体制をより充実するため、妊婦

さんへの訪問・面接相談に重点を置いて活動します。 

医療機関とも連携を持つため、市内の妊産婦が多く利用する産婦人科に

出向き、子ども包括支援センターの設置について情報提供を行うとともに、

連携・協力をお願いしていきます。 

また、心理士が、子育て支援センターに出向き、保護者の相談に応じた

り、ニーズの把握に努めたりしています。保護者からは、「気になっていた

相談が子育て支援センターで気軽にできる」と好評です。今後もどのよう

な場が効果的な支援に結び付くか検討し対応していきます。 

子どもの健やかな成長を促す地域づくりのためのネットワークの構築に

ついては、医師会、教育関係者、学識経験者、障害児福祉事業関係者等を

委員とした「子ども包括支援推進協議会」を立ち上げ、子育て支援体制の

充実に必要な企画を審議するとともに、情報交換や関係機関の連携調整等

を行い、事業を進めていきます。 

 

 

産業建設部関係 

○ 北前船寄港地フォーラムの誘致状況について 

昨年１１月定例会で誘致活動を進めることをご報告した北前船寄港地フ

ォーラムですが、去る４月２６日に岡山・瀬戸内両市の行政、経済、観光

関係者が参集のもと、岡山市内で発起人会を開催し、山陽新聞社会長を代

表に選出したほか、開催に向けた準備を進めることとしました。 

また、発起人会に引き続き、フォーラム主催団体の最高顧問を務める
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ＡＮＡホールディングス相談役ほか関係者との打ち合わせを行い、開催時

期について、平成２９年夏とすることを確認しました。 

発起人会の設立や開催時期の決定を受けて、今後、全国からの参加者に、

地域の持つ歴史文化や観光資源をしっかりアピールできるよう、岡山市等

の関係者と協力し、準備を進めていきますので、よろしくお願いします。 

 

 

病院事業部関係 

○ 新病院建設について 

新病院の建設については、６月末の完成に向けて内装工事及び機械設備

工事、外構工事を進めています。 

今後の予定については、県補助金の交付に関する検査や医療法、建築基

準法、消防法等各法令に基づく検査を受けた後、医療機器や什器備品等の

設置及び現病院から移設する機器等を計画的に移転し、１０月１日、土曜

日の開院を予定しています。 

最終的には、患者の移送や電子カルテへのデータ移行、稼働確認等移転

作業は一日で行う必要があるため、休診日となる土曜日に引っ越しを完了

して翌２日、日曜日に各種機器やシステムの作動確認後、３日、月曜日か

ら新病院での外来診療を開始します。 

入院患者及び外来患者の皆さま、近隣の住民の方々にできる限りご不便、

ご迷惑をお掛けすることのないよう、慎重に移転計画を実行していきます。 

 

 

さて、今議会で提案申し上げます案件は、条例６件、補正予算４件、そ

の他１３件、計２３件です。 
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よろしくご審議をいただき、適切なご決定をいただきますようお願い申

し上げて、市長部局の報告を終わらせていただきます。 

 

平成２８年６月６日 

 

瀬戸内市長 武久 顕也 


